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人生の先輩を敬い、大切にしましょう
[image: ]

　わが国では世界に例を見ないほど急速に少子高齢化が進んでおり、高齢者が長年培ってきた知識や経験、能力が発揮できる社会をつくることが求められています。
　一方で高齢を理由に就労の機会を奪われたり、介護される中で虐待やプライバシーの侵害を受けたりするなど「人間の尊厳」が傷つけられるケースが見られたり、高齢者を狙った振り込め詐欺、悪質商法など、高齢者の人権にかかわる問題が起きています。警察庁の統計によると、平成２２年中
の振り込め詐欺の被害者の内、６５歳以上の割合は６割を超えています。中でも高齢者の被害が多いオレオレ詐欺の平成２２年の認知件数は４，４１８件と前年より４４・５％増加し、この内、６５歳以上の高齢者の被害は約８割となっています。
　人生の先輩である高齢者が敬われ、その知識や能力を活かし、社会を支える担い手として活躍できるよう、私たちの意識の醸成を図る必要があります。
　人は歳をとれば、程度の差はあっても身体の調子が悪くなったり、判断能力や運動機能が低下したりするものです。こうした「老化」は誰にでも訪れます。認知症や寝たきりなどで介護が必要になる場合もあります。
　高齢者は長年にわたり社会の進歩に貢献し、かつ、豊富な知識と経験を持っています。そのことを理解し高齢者に敬意を払い、尊重しましょう。振り込め詐欺の認知件数・被害総額の推移（平成１７年～２２年）
件数　　　　　　　　　年次
１７
１８
１９
２０
２１
２２
認知件数（件）
21,612
19,020
17,930
20,481
7,340
6,637

オレオレ詐欺
6,854
7,093
6,430
7,615
3,057
4,418

架空請求詐欺
4,826
3,614
3,007
3,253
2,493
1,774

融資保証金詐欺
9,932
7,831
5,922
5,074
1,491
362

還付金等詐欺
―
482
2,571
4,539
299
83
被害総額（億円）
251.5
254.9
251.4
275.9
95.8
82.1
資料：警察庁の統計による。本表の被害総額には、キャッシュカードを直接受け取る手口のオレオレ詐欺におけるＡＴＭからの引出（搾取）額は
　　　含まれない。
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